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存在しない事に注意して欲 しい｡さて,表面張力 γを実際の系 と仮想系 との可逆仕事
の差として次式によって導入する｡
′
rdA-oda)+ Pz dVz十 Pp dVF




であり,dVtはRダ一定のもとでの Vgの微分を表すo (1)式と (4)式とから｡dW
を消去すると,
dE- TdS+ γdA- PldVz- PgdVg+pdN
が得られ,平衡状態では S,N及びVi+Vz一定のもとで dE- 0である事から
Pl- Pg-2γ/R
が得られるo (6)式をRg一定のもとで積分する事により,
E-TS+γA-PIVL- Pg V g+PN
(6)
(8)
が得られるo f;及び rは (7),(8)式の解として決められるo 標準バルク液相の化
学ポテンシャルは,













となる｡但しγe- は -equimoleculardividingsurface-によって定義された表面崩 3)
である｡ また微粒子形成に要する可逆仕事Wは,
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